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内容 

民事訴訟の基本手続について、法と規則を関連させ，根拠となる最高裁判例を多数登載しながら簡潔に解

説し、概説書として好評を得た初版について、民訴法改正部分を書き改めた改訂版です。 

 特に、民事訴訟制度のＩＴ化に関し、令和４年５月２５日公布の民事訴訟法等の一部を改正する法律（令和４

年法律第４８号）について、先行して施行される「当事者の住所及び氏名の秘匿制度」、「ウェブ会議による和

解期日や弁論準備手続期日への参加」など、改正部分に関する記述を１章を設けて行っており、新任簡易裁

判所判事に必携の資料になるとともに、弁護士や司法書士等の法曹関係の方々にとっても有用な資料となり

ます。 
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